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通院の「手伝いしましょ」と
声くれし

会員の情しみじみ思う
岡山県退職公務員連盟会員の投稿歌
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義
母
は
９５
歳
。
し
っ
か

り
し
て
い
て
、
歩
く
こ
と

は
多
少
覚
束
か
な
い
が
自

由
に
動
き
回
れ
る
。
そ
ん

な
義
母
が
、
食
欲
も
無
く

元
気
が
な
い
時
期
が
あ
っ

た
。
そ
れ
が
い
つ
の
間
に

か
ま
た
元
気
を
取
り
戻
し

一
安
心
。
何
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
の
か
●
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
に
行
く
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
が
と
て
も
良
か

っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
ま
で

息
子
と
二
人
、
会
話
も
あ

ま
り
な
く
じ
っ
と
し
て
い

る
時
間
が
長
か
っ
た
の

が
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に

行
く
よ
う
に
な
り
、
い
ろ

い
ろ
な
刺
激
を
受
け
る
こ

と
で
、
以
前
の
元
気
が
復

活
し
た
の
で
は
と
推
察
し

て
い
る
●
人
は
外
部
と
の

交
流
が
と
て
も
大
事
な
の

だ
と
改
め
て
思
う
。
こ
の

退
職
公
務
員
新
聞
も
そ
の

一
環
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ

う
か
。
新
聞
の
記
事
を
書

い
て
く
れ
る
人
が
い
る
。

新
聞
を
届
け
て
く
れ
る
人

が
い
る
。
そ
し
て
、
新
聞

を
購
読
し
て
く
れ
る
人
が

い
る
。
そ
ん
な
中
で
た
く

さ
ん
の
交
流
が
あ
っ
た
ら

何
よ
り
だ
と
思
う
。
実
際

顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
叶

わ
な
く
て
も
記
事
を
通
し

て
心
の
交
流
が
で
き
て
い

た
ら
こ
ん
な
幸
せ
な
こ
と

は
な
い
。
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５
月
１５
日
（
木
）
日
本

退
公
連
会
館
３
階
会
議
室

で
、
理
事
会
・
評
議
員
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　
令
和
６
年
度
事
業
報
告

書
（
案
）、
令
和
６
年
度

決
算
報
告
書（
案
）（
別
掲
）

が
提
案
通
り
そ
れ
ぞ
れ
承

認
さ
れ
た
。
更
に
任
期
満

了
に
伴
う
、
理
事
・
監
事

・
評
議
員
の
選
任
が 

行

わ
れ
原
案
の
と
お
り
選
任

さ
れ
た
。（
別
掲
）
な
お
、

理
事
会
の
決
議
を
要
す

る
、
会
長
・
副
会
長
・
専

務
理
事
の
選
任
は
、
鴨
下

会
長
が
や
む
を
得
な
い
事

由
に
よ
り
欠
席
さ
れ
た
の

で
、書
面
評
決
を
行
い
、会

長
に
は
引
き
続
き
鴨
下
会

長
の
再
任
を
、
副
会
長
に

は
、
室
井
勝
理
事
・
柳
本

勝
三
郎
理
事
を
再
任
し
、

専
務
理
事
に
は
、
小
松
博

則
理
事
が
再
任
さ
れ
た
。

事
業
報
告
か
ら

○
日
公
連
の
重
要
な
事

業
、
第
２８
回
研
修
会
は
実

施
で
き
な
か
っ
た
が
、
令

和
６
年
度
全
国
大
会
は
盛

会
裏
に
実
施
で
き
た
。

　
組
織
部
長
会
、
女
性
部

長
会
の
開
催
は
、
こ
れ
か

ら
の
課
題
で
あ
る
。

〇
退
公
連
新
聞
の
発
行
、

日
公
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
拡
充
な
ど
の
情
報
発
信

は
、
継
続
し
て
実
施
。

〇
社
会
保
障
制
度
改
革
に

関
し
て
５
項
目
の
要
望
事

項
を
か
か
げ
て
日
公
連
・

各
退
公
連
で
、
国
会
及
び

関
係
省
庁
に
要
望
活
動
。

〇
令
和
８
年
度
分
担
金
算

出
（
案
）
に
つ
い
て
、
日

公
連
の
財
務
状
況
に
鑑
み

て
、
小
松
専
務
理
事
か
ら

財
務
状
況
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
説
明
の
後
、
柳

沢
会
計
課
長
か
ら
、
財
務

状
況
の
見
直
し
に
関
す
る

経
緯
と
今
後
の
予
定
の
説

明
が
あ
り
検
討
の
結
果
、

令
和
７
年
度　
評
議
員

都
府
県
連

氏　
名

都
府
県
連

氏　
名

岩
手　

太
田
代
政
男
滋
賀

小
川
喜
三
郎

秋
田　

片
野　
裕

大
阪

原　
秀
志

山
形　

田
中
隆
史

和
歌
山
中
村
協
二

茨
城　

東
小
川
昌
夫
鳥
取

牧
田
皓
司

栃
木　

川
村　
滋

岡
山

森　
啓
介

群
馬　

大
島
俊
夫

広
島

松
隂
正
行

埼
玉　

山
下
紘
一

山
口

平
尾
幸
雄

千
葉　

関
谷
才
太
郎
徳
島

坪
井
詔
一

東
京　

佐
藤
正
吉

愛
媛

田
中　
務

山
梨　

北
嶋
恒
男

福
岡

藤
渕
明
宏

長
野　

春
日
幸
道

佐
賀

澤
野
兵
五

静
岡　

葉
佐
英
貴

熊
本

玉
江
正
治

富
山　

野
上
浩
太
郎
大
分

上
田
精
司

石
川　

中
西
吉
明

宮
崎

本
田
正
雄

福
井　

旭　
信
昭

鹿
児
島
川
﨑
安
雄

岐
阜　

丹
羽
英
之

沖
縄

長
嶺
明
浩

三
重　

山
本
信
一

令
和
７
年
度　
役
員
（
理
事
・
監
事
）

氏　
名

備　
考

氏　
名

備　
考

鴨
下
一
郎

杉
澤
伸
慈

長
崎
県
連
会
長

柳
本
勝
三
郎
兵
庫
県
連
会
長
門
松
武
則

神
奈
川
県
連
会
長

室
井　
勝

福
島
県
連
会
長
河
野
富
喜
子
千
葉
県
連
副
会
長

小
松
博
則

日
公
連
事
務
局
山
田
將
文

愛
知
県
連
会
長

千
葉
康
之

宮
城
県
連
会
長
奈
良
年
永

青
森
県
連
会
長

田
邉　
茂

新
潟
県
連
会
長
眞
柴
博
司

日
公
連
事
務
局

川
端
政
義

奈
良
県
連
会
長
松
本
保
之

日
公
連
事
務
局

有
馬
毅
一
郎
島
根
県
連
会
長
岡
島
脩
雄

京
都
府
連
会
長

森
山　
亮

香
川
県
連
会
長
前
澤
政
宏

前
長
野
県
連
会
長

強
靭
な
組
織
は
会
員
の
連
帯
と
財
政
か
ら

強
靭
な
組
織
は
会
員
の
連
帯
と
財
政
か
ら

理
事
会
・
第

理
事
会
・
第
２２３２２３
回
評
議
員
会
開
催

回
評
議
員
会
開
催

令和６年度決算報告書
単位：円

収入の部

1．分担金収入 41,394,400

2．広告料収入 2 ,537,678

3．雑収入等 1 ,332,731

（収入合計） 45,264,809

支出の部

1．事業費 51,720,853

2．管理費 6 ,572,284

（支出合計） 58,293,137

当期損失額 △13,028,328

３
委
員
長
会
・
財
務
委
員

会
の
議
論
を
積
み
重
ね
て

１１
月
１３
日
開
催
予
定
の
会

長
会
・
評
議
員
会
ま
で
に

結
論
を
だ
す
こ
と
に
な
っ

た
。

〇
令
和
７
年
度
の
福
利
厚

生
事
業
の
紹
介
に
つ
い
て

　
新
規
事
業
と
し
て
家
庭

用
常
備
薬
の
特
別
価
格
の

斡
旋
事
業
の
概
要
説
明
が

あ
っ
た
。

任期：評 議 員 ４年
　　　理事・監事 ２年

　
年
金
改
正
法
案
が
、
５

月
１６
日
閣
議
決
定
の
上
、

国
会
に
提
出
さ
れ
議
論
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
同
月
２７
日
に
は
、自
民
、

公
明
、
立
憲
民
主
の
党
首

会
談
を
行
い
、
法
案
の
修

正
に
合
意
し
た
こ
と
に
よ

り
、
今
国
会
で
の
成
立
が

確
実
な
情
勢
と
な
っ
て
い

ま
す
。
改
正
案
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
８
月
以
降
の

新
聞
に
掲
載
す
る
と
と
も

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ラ

イ
ン
で
随
時
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
と
し
、
今
回
は
、

「
日
公
連
の
緊
急
要
望
が

法
案
に
ど
う
反
映
さ
れ
た

か
」
に
つ
い
て
、
解
説
し

ま
す
。

　
今
回
の
改
正
に
当
た
っ

て
は
、
法
案
が
提
出
さ
れ

る
前
に
関
係
大
臣
等
に
要

望
の
趣
旨
を
伝
え
る
こ
と

に
よ
り
、
法
案
へ
の
反
映

を
求
め
る
こ
と
と
し
、
昨

年
末
、
社
会
保
障
対
策
委

員
会
を
開
催
し
て
、
緊
急

要
望
を
ま
と
め
、
今
年
１

月
に
総
務
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
に
、
鴨
下
会
長
が

直
接
会
っ
て
要
望
し
ま
し

た
。
ま
た
、
４
月
３
日
に

は
、
自
民
党
の
関
係
合
同

部
会
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

に
参
加
し
説
明
し
、
理
解

を
求
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

自
民
党
は
そ
の
後
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
た
団
体
の
意
見

を
参
考
に
議
論
を
行
っ
た

う
え
で
、
法
案
の
提
出
を

決
め
ま
し
た
。
日
公
連
の

要
望
が
、
法
案
に
ど
の
よ

う
に
反
映
さ
れ
た
の
か
に

つ
い
て
、
考
察
し
ま
す
。

１
　
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ

ド
の
早
期
終
了

　
緊
急
要
望
に
「
早
期
終

了
」
を
求
め
ま
し
た
が
、

そ
の
趣
旨
は
、
早
期
に
調

整
を
終
了
し
て
、
本
来
の

年
金
額
の
改
定
方
法
、
つ

ま
り
、
物
価
や
賃
金
等
の

変
動
に
応
じ
た
も
の
に
戻

し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の

で
す
。
そ
の
際
、
次
の
３

つ
の
条
件
を
付
け
ま
し

た
。

①　
早
期
に
終
了
す
る
た

め
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
駆

使
す
る
こ
と

②　
①
の
施
策
に
は
、「
名

目
下
限
措
置
」
は
含
ま
な

い
こ
と
。
な
ぜ
な
ら
、
こ

の
措
置
は
年
金
生
活
者
の

生
活
の
安
定
を
図
る
目
的

で
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
継
続
す
べ
き
も
の
だ

か
ら
で
す
。

③　
新
た
に
、
厚
生
年
金

の
積
立
金
を
活
用
し
た
、

基
礎
年
給
付
費
の
按
分
方

法
を
導
入
す
る
議
論
が
な

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
、
国
民
が
納

得
す
る
よ
う
な
説
明
を
さ

れ
た
い
こ
と

　
こ
の
「
積
立
金
按
分
」

に
つ
い
て
」
は
、
自
民
党

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い

て
、他
の
団
体
か
ら
も「
国

民
が
納
得
す
る
説
明
が
必

要
」
と
し
て
今
回
の
法
案

か
ら
除
外
し
、
継
続
検
討

と
さ
れ
、
日
公
連
の
意
見

が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ま
す
。

　
そ
の
後
、こ
の
事
項
は
、

立
憲
民
主
党
か
ら
「
基
礎

年
金
の
底
上
げ
措
置
」
で

あ
り
、
法
案
を
「
復
活
す

べ
き
」
と
の
意
見
が
出
さ

れ
、党
首
会
談
の
結
果
、修

正
が
行
わ
れ
ま
す
が
、「
国

民
が
納
得
す
る
説
明
が
必

要
」
で
あ
る
こ
と
に
は
変

わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

２
　
基
礎
年
金
拠
出
期
間

の
延
長

　
こ
の
事
項
は
、
厚
生
労

働
省
が
、「
拠
出
期
間
の

延
長
に
よ
り
、
保
険
料
負

担
が
自
営
業
者
な
ど
は
１００

万
円
を
超
え
る
」
と
い
う

批
判
が
多
く
あ
る
と
し

て
、
早
々
に
法
案
に
盛
り

込
む
こ
と
を
断
念
し
た
も

の
で
す
。
日
公
連
は
、
拠

出
期
間
の
延
長
は
、
就
労

年
齢
の
変
化
や
健
康
寿
命

の
延
び
な
ど
を
考
え
る
と

妥
当
な
も
の
で
あ
り
、
延

長
が
将
来
の
年
金
額
増
に

繋
が
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
引
き
続
き
検
討
す
る
よ

う
要
望
し
た
も
の
で
す
。

　
自
民
党
は
、
各
団
体
の

意
見
を
聞
い
た
う
え
で
、

次
期
改
正
に
向
け
て
の

「
検
討
事
項
」
と
し
て
、

法
案
に
明
記
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
こ
れ
も
今
回

の
要
望
の
大
き
な
成
果
と

考
え
ま
す
。

３
　
被
用
者
保
険
の
適
用

拡
大

　
こ
の
事
項
は
、
前
回
改

正
以
降
適
用
拡
大
を
実
施

中
で
す
が
、
さ
ら
に
進
め

る
こ
と
に
よ
り
、
本
人
の

将
来
の
年
金
額
が
増
額
さ

れ
、
ま
た
増
え
た
保
険
料

が
年
金
給
付
の
財
源
に
な

り
ま
す
の
で
、
緊
急
要
望

で
は
、
こ
れ
ら
を「
確
実

に
実
施
」
す
る
こ
と
を
求

め
て
い
ま
す
。
今
回
の
法

案
で
は
、
事
業
主
等
の
負

担
を
配
慮
し
、
１０
年
か
け

て
段
階
的
に
実
施
さ
れ
る

も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
法
案
全
体
と
し
て
、
日

公
連
の
意
見
が
反
映
さ
れ

た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
様
々
な
場
を
通
じ

て
意
見
を
伝
え
て
い
き
ま

す
。

日
公
連
の
主
張
が
年
金
改
正
法
案
に
反
映
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○年金相談… 7月 2日㈬、25日㈮
○心の悩み相談… 7月 4日㈮、25日㈮
　いずれも午後 １ 時～ ３ 時まで
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☎ やすらぎ電話やすらぎ電話

会
員
の
広
場

活
動
時
の
ぼ
り
旗
を
立
て

て
Ｐ
Ｒ

交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
作

り
「
カ
エ
ル
」

サークル活動後のホワイトボード

さまざまな「わん」の漢字

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

教
科
書
と
わ
く
わ
く
い
っ
ぱ
い
詰
め
込

ん
で
彼か

の
ラ
ン
ド
セ
ル
翼
の
ご
と
し

�

愛
知
県
　
加
藤
ひ
ろ
美

爽
や
か
な
山
に
向
か
ひ
て
叫
ぶ
な
り

夫
の
谺こ

だ
ま

に
期
待
を
し
つ
つ

�

岡
山
県
　
池
田
朱
実

苗
植
え
た
水
張
り
し
田
の
大
鏡

緑
の
木
々
を
逆
さ
に
映
す

�

茨
城
県
　
佐
山
　
正

春
雨
に
濡
れ
て
行
か
ん
か
散
歩
路じ

を

傘
も
持
た
ず
に
背せ

中な

伸
ば
し
つ
つ

�

青
森
県
　
畑
山
房
子

春
雷
に
タ
ケ
ノ
コ
そ
っ
と
顔
を
出
す

�

愛
知
県
　
小
笠
原
幸
男

　
　
　
　
◆
　
川
　
柳
　
◆

命
日
に
変
わ
っ
た
母
の
誕
生
日

�

茨
城
県
　
櫻
井
康
雄

ネ
ク
タ
イ
の
締
め
方
忘
れ
孫
を
呼
ぶ

�

千
葉
県
　
吉
野
梓
楼

現
世
に
消
え
ゆ
く
モ
ノ
の
数あ

ま
た多
あ
り

消
え
ゆ
く
モ
ノ
を
日
々
愛
ほ
し
む

�

福
島
県
　
今
野
金
哉

　
　
　
　
◆
　
俳
　
句
　
◆

佇
み
て
耳
攲

そ
ば
だて
り
春
の
川

�
山
形
県
　
上
野
直
樹

備
蓄
米
こ
め
び
つ
か
ら
で
ま
っ
て
い
る

�

栃
木
県
　
舘
野
　
博

何
一
つ
卒
業
で
き
ぬ
八
十
路
坂

�

長
野
県
　
白
石
幸
男

し
な
や
か
に
生
き
る
秘
訣
は
草
書
体

�

愛
知
県
　
竹
内
明
弘

貼
り
た
て
の
障
子
に
朝
の
日
の
眩
し

�

岐
阜
県
　
石
田
喜
造

楠
若
葉
目
に
染
み
入
り
て
歩
み
止
む

�

福
岡
県
　
吉
松
利
文

園
児
た
ち
竹
馬
に
乗
り
見
下
せ
り

�

岐
阜
県
　
髙
橋
良
明

心豊かに心豊かに

　
退
任
に
あ
た
り
、
14

年
間
の
長
い
間
な
ん
と

か
会
長
職

を
続
け
る

こ
と
が
で

き
ま
し

た
。
本
部
役
員
や
各
支

部
の
役
員
の
方
に
は
、

組
織
の
拡
充
・
強
化
と

活
性
化
の
取
り
組
み
な

ど
の
努
力
に
支
え
ら
れ

た
日
々
で
し
た
。
今
、「
感

謝
」
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

　
ま
た
、
本
県
選
出
の
国

会
議
員
の
方
々
に
は
、
現

職
公
務
員
の
処
遇
や
年
金

財
政
の
確
保
に
関
す
る
要

望
等
を
毎
年
お
伝
え
し
て

き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、

会
員
や
現
役
の
方
々
が

安
心
で
き
る
生
活
に
つ

い
て
の
諸
政
策
に
つ
い

て
の
ご
尽
力
を
お
願
い

し
た
い
と

思
い
ま

す
。

　
こ
れ
か

ら
は
若
い
世
代
を
誘
っ

て
、
組
織
の
活
性
化
に

努
め
て
い
た
だ
け
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

「
感
謝
」の
気
持
ち
を

大
分
県
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
松
本
　
雅
義

私
の
ひ
と
こ
と

事
務
局
短
信

出
雲
支
部
で
は
、
体
力
や
健
康
の
問
題
等
か
ら
活
動
参
加
者
が
徐
々
に
減
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
会

員
の
状
況
に
応
じ
た
活
動
や
参
加
形
態
を
工
夫
し
、
活
動
を
地
域
に
Ｐ
Ｒ
し
た
り
し
て
、
会
員
が
「
参
加
し

た
い
」
と
思
え
る
よ
う
な
魅
力
的
な
活
動
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

島
根
県
退
職
公
務
員
連
盟
出
雲
支
部
長
　
野
田
　
清

いきいき退公連

島根県連の巻

を
見
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
こ

う
し
た
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、

し
か
も
、
漢
字
を
取
り
上
げ
て

あ
っ
た
こ
と
に
心
が
和
ん
だ
。

　
同
じ
４
月
、
桜
の
満
開
に
合

わ
せ
金
沢
の
兼
六
園
へ
出
か
け

た
。
隣
接
す
る
成
巽
閣
で
は
特

別
展
を
見
た
。
私
た
ち
の
世
代

子
供
の
頃
は
当
用
漢
字
し
か
使

っ
て
は
い
け
な
い
と
教
え
ら

れ
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
は
常

用
漢
字
（
人
名
用
漢
字
を
入
れ

　
講
座
に
続
い
て
学
習
サ
ー
ク

ル
「
漢
字
の
世
界
」
が
ス
タ
ー

ト
し
７
年
目
を
迎
え
た
。
そ
の

一
員
で
あ
る
私
は
、
気
に
な
る

漢
字
や
関
連
記
事
を
見
つ
け
る

と
メ
モ
に
残
す
こ
と
が
多
く
な

っ
た
。

　
４
月
の
あ
る
日
、
私
は
岐
阜

市
立
中
央
図
書
館
へ
出
か
け

た
。
そ
こ
で
、「
子
ど
も
司
書
」

（
岐
阜
市
立
図
書
館
Ｈ
Ｐ
参

照
）
が
作
成
し
た
漢
字
の
紹
介

や
関
連
図
書
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー

て
、約
３
千
字
）の
枠
内
で
仕
事

を
し
て
き
た
。
特
別
展
で
見
た

雛
道
具
の
名
称
で
は
、
期
待
通

り
、
調
べ
て
み
た
い
と
思
う
漢

字
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
た
。

　
例
え
ば
、
髢か

も
じ

箱
の
髢か

も
じ

や
嗽
盌

臺
（
う
が
い
わ
ん
だ
い
）
の

嗽う
が
い、
盌わ

ん

な
ど
で
あ
る
。
髢か

も
じ

は
現

在
殆
ど
使
わ
な
い
語
彙
で
あ

在
宅
製
作
希
望
者
が
多
数

有
り
「
活
動
に
参
加
で
き

て
嬉
し
か
っ
た
。」等
、
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
会
員
の
集
い
で
は
、
講

演
会
等
に
併
せ
、
会
員
が

日
頃
作
っ
た
作
品
（
手
芸

・
陶
芸
・
盆
栽
等
）
の
展

示
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
会
員
の
集
い
に
は
参

加
で
き
な
か
っ
た
会
員

も
、
作
品
を
通
し
て
活
動

に
参
加
し
た
い
と
い
う
願

い
を
実
現
し
、
交
流
が
広

多
様
な
活
動
や
参
加
形
態
を
工
夫
し
て

多
様
な
活
動
や
参
加
形
態
を
工
夫
し
て

～
参
加
し
た
い
と
い
う
思
い
を
大
切
に
～

～
参
加
し
た
い
と
い
う
思
い
を
大
切
に
～

学
び
は
い
つ
で
も
目
の
前
に
あ
る

サ
ー
ク
ル「
漢
字
の
世
界
」に
関
わ
っ
て

岐
阜
県
退
職
公
務
員
連
盟
監
事
　
大
野
博
和
　

が
る
良
い
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。

○
出
会
い
の
場
の
設
定

る
。
嗽う

が
い

は
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
自

筆
原
稿
の
作
者
名
で
夏
目
嗽
石

と
使
わ
れ
て
い
た
。
盌わ

ん

も
使
い

方
や
成
り
立
ち
を
調
べ
る
と
諸

説
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
あ
る
飲
食
店
で
は
三
通
り
の

メ
ニ
ュ
ー
表
記
を
見
た
。「
お

松
弁
当
」「
阿
鬆
便
當
」「
阿
松

便
当
」
で
あ
る
。
字
並
び
か
ら

鬆
は
松
で
あ
る
と
思
っ
た
が
、

私
に
は「
骨
粗
鬆（
し
ょ
う
）症
」

の
よ
う
に
使
わ
れ
る
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
、
気
に
な
っ
た
。
帰
宅

後
、
中
日
辞
典
で
調
べ
た
が
疑

問
は
残
っ
て
い
る
。

　
別
の
日
、
書
道
展
や
医
院
へ

出
か
け
、
漢
詩
や
病
名
の
中
か

ら
も
気
に
な
る
い
く
つ
か
の
漢

作
キ
ッ
ド
を
作
り
、
在
宅

か
、
集
ま
っ
て
作
る
か
選

べ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
出
雲
支
部
で
は
、
多
く

の
会
員
が
参
加
で
き
、
出

身
組
織
が
違
う
こ
と
を
生

か
し
た
活
動
等
を
工
夫

し
、
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
活
動
を
考
え
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

○
参
加
の
仕
方
の
工
夫

　
交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト

作
り
立
案
時
、
会
員
か
ら

「
94
歳
に
な
る
け
ど
、
針

や
糸
を
使
わ
な
い
な
ら
参

加
で
き
る
」
と
意
見
が
あ

り
、切
る・貼
る
だ
け
の
製

　
会
員
の
集
い
で
は
、
出

身
組
織
が
違
う
５
・
６
人

で
お
喋
り
す
る
場
を
設
定

し
て
い
ま
す
。
新
会
員
か

ら
は
、「
ふ
だ
ん
話
し
た

こ
と
が
な
か
っ
た
職
種
の

人
と
話
が
で
き
、
い
ろ
ん

な
考
え
が
あ
る
ん
だ
と
分

か
っ
た
。
参
加
し
て
良
か

っ
た
」
と
、
好
評
で
す
。

○
Ｐ
Ｒ
活
動

　
出
雲
支
部
は
、
教
職
・

県
職
等
５
つ
の
組
織
出
身

者
の
会
で
あ
る
こ
と
や
、

笑
顔
で
活
動
し
て
欲
し
い

と
の
願
い
を
込
め
て
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
作
り
ま
し

た
。そ
れ
を
印
刷
し
た『
の

ぼ
り
旗
』
を
会
員
の
集
い

や
交
通
安
全
の
広
報
時
等

に
立
て
、
会
員
や
市
民
に

出
雲
支
部
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ

　
令
和
７
年
度
よ
り
「
退

公
連
新
聞
」
が
偶
数
月
で

の
隔
月
発
行
に
変
更
に
な

り
ま
し
た
。
事
務
局
と
し

て
は
毎
月
発
行
の
維
持
に

努
力
し
ま
し
た
が
、
諸
般

の
事
情
か
ら
変
更
せ
ざ
る

　
奇
数
月
は
、
日
公
連
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ラ
イ
ン

等
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
情

報
提
供
や
私
た
ち
の
学
び

の
場
の
確
保
に
努
め
た
い

と
計
画
に
着
手
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
内
容
や
参
加

形
態
の
工
夫
に
努
め
、
会

員
の
皆
さ
ん
が
「
参
加
し

て
良
か
っ
た
」
と
感
じ
ら

れ
る
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

字
を
メ
モ
し
て
お
い

た
。

　
サ
ー
ク
ル
で
は
漢

字
の
成
り
立
ち
を
話

題
と
す
る
こ
と
が
多

く
、
皆
さ
ん
と
交
流

し
て
い
る
と
新
た
な

気
づ
き
や
学
ぶ
楽
し

さ
が
あ
る
。
健
康
に

留
意
し
、
充
実
し
た

暮
ら
し
を
続
け
た
い

と
願
っ
て
い
る
。

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
先

日
、
兵
庫
県
在
住
の
会
員

さ
ん
か
ら
、「
発
行
が
隔

月
に
な
り
と
て
も
残
念
、

い
つ
も
楽
し
み
に
読
ん
で

い
ま
し
た
」
と
。
今
後
に

向
け
て
、
と
て
も
励
み
に

な
る
お
手
紙
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。


